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‭★被災地等を支援する【JOSOたすけあい基金】は注文番号‬‭500253‬‭1口500円にて毎週受け付‬
‭けています。ご協力よろしくお願い致します。※1月～2月末までに集まった【JOSOたすけあ‬
‭い基金】を令和6年能登半島地震への支援・義援金の対象としていきます。‬
‭★‬‭関東子ども健康調査支援基金【 寄付】 ‬‭　注文番号：‬‭5 0 0 2 5 2 ‬‭　1口1000円～　にて毎週受け付けています。ご協力よろしくお願い致します。‬
‭★‬‭東海第二原発差止訴訟基金【 寄付】 ‬‭　注文番号：‬‭5 0 0 2 5 1 ‬‭　1口500円にて毎週受け付けていますご協‬‭力お願い致します。‬
‭★‬‭JOSO脱プラ基金‬‭は注文番号：‬‭5 0 0 2 5 4 ‬‭　1口500円にて毎週受け付けていますご協力お願い致します。‬

‭2022-23年度活動テーマ　「‬‭つくると食べるでつながろう　～私たちの地産地消～‬‭」‬

‭JFSA（日本ファイバーリサイクル連帯協議会）からの協力のお願い。‬

‭衣類・毛布・バッグなどの回収協力をお願い致します！‬
‭　常総生協は、NPO法人JFSA（日本ファイ‬

‭バーリサイクル連帯協議会）との連帯活動と‬

‭して、貧困により教育を受けられない子ども‬

‭たちのためにパキスタンのカラチ市のスラム‬

‭に建てられた学校（アル・カイールアカデ‬

‭ミー）の支援事業に協力しています。‬

‭　組合員皆さんから回収した古着などは、‬

‭学校の支援事業に充てられます。‬

‭〇アル・カイールアカデミーの近況‬

‭　パキスタンでは物価の高騰が続き、学‬

‭校周辺のスラムに暮らす人々はきびしい‬

‭暮らしを送っています。2023年11月、ア‬

‭ル・カイールアカデミーのスタッフが家庭‬

‭訪問をして人々に話を聞き、特にきびし‬

‭い状況にある40世帯に医薬品や食料、‬

‭仕事に必要なミシンや引き売りの屋台な‬

‭どの支援を行なったそうです。支援の費‬

‭用はこのプログラムに協力する団体から‬

‭得た資金を使いました。‬

‭　貧しい暮らしにより教育を受けられない子どもたちのために、長年にわたり教育活動を行なってきたア‬

‭ル・カイールアカデミーは、地域の人々の暮らしを支えることが子どもたちの学びを支えるために大切な‬

‭ことだと考えています。‬

‭2024年2月の予定‬

‭〇生協基幹運営/地域活動・催し●‬ ‭〇提携・協同・連帯企画●‬

‭〇「常総っ子応援団」ゴンタで遊ぼうin流星台プレイパーク‬
‭※毎週木曜日に外遊び活動をしています！（1/4はお休みです）‬

‭・2/3（土）みそ作りワークショップ@取手‬
‭・2/10（土）みそ作りワークショップ@つくば、我孫子‬
‭・2/11（日）みそ作りワークショップ@牛久・龍ケ崎‬
‭・2/17（土）歴史講座‬
‭・2/24（土）秋川牧園鶏肉講習会@つくば‬
‭・2/28（水）定例理事会‬

‭・2/8（木）、9（金）、13（火），15（木），16（金）　牛久幼稚園みそ作‬
‭り＆みそ開き‬
‭・2/10（土）、11（日）関東子ども健康調査支援基金　甲状腺検診ｌ‬
‭＠新横浜‬
‭・2/16（金）、17（土）NW21定例会‬
‭・2/20（火）東海第二差止訴訟控訴審第2回口頭弁論期日‬
‭・2/22（木）茨城県主催　食品表示基準講習会（商品部）‬
‭・2/27（火）JFSA理事会‬



‭〇第83回コンテナ送り出し（2023年10月19日　JFSA千葉センターにて）‬

‭タイに向けて、23トン582キログラムの‬
‭衣類やバッグなどを送り出しました。コ‬
‭ンテナの積み込みには40人近いボラ‬
‭ンティアの皆さんと、招日中だったPJカ‬
‭ンパニーのカユーム氏（後ろ中央）、タ‬
‭イの古着業者アリ氏（左端）も参加しま‬
‭した。‬

‭〇JFSAの古着輸出‬
‭　2023年は、アル・カイールアカデミー‬
‭の運営を支える古着販売事業の収益を作ることを目的に、タイへのコンテナ輸出に初めて取り組み、4‬
‭回コンテナを送りました（合計99トン389キログラム）.。タイでは、パキスタンのＰＪカンパニー（古着販売を‬
‭専業とすることを目的にパキスタンの人々が2021年に立ち上げた新会社）代表のカユーム氏とJFSA、目‬
‭的に共感するタイの古着事業者（パキスタン人のアリ氏、カユーム氏の友人）が、利益を上げられるよう‬
‭に市場調査をしながら販売を行ないました。‬
‭現在はパキスタンの外貨不足による輸入規制は緩和されてきています。今後は、需要が異なるパキスタ‬
‭ンとタイにそれぞれの需要に合う品目を送り、より有効に活用することを目指します。‬

‭衣類・毛布・バッグ回収に関して‬

‭〇受付期間：‬‭2024年2月5日（月）～3月29日（金）‬
‭〇梱包方法‬

‭シーツなどの大きい布で包むか、ゴミ袋などのビニール袋（二重にして）や紙袋、大きめのバッグなどに入れ、ヒモで‬
‭十文字に縛ってください。段ボール箱は使わないで下さい（保管場所の問題があります）。‬
‭包装は簡単にお願いします。‬

‭〇生協での回収方法　‬
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‭●‬ ‭供給便で回収します。‬
‭○‬ ‭あまりにも大きい量（衣装ケース1つ分位の量）の場合は事前に生協へご連絡下さい。配達中に持っていけ‬

‭ない場合は別便を立てて回収していく予定です。‬
‭●‬ ‭生協本部（守谷）、戸頭店に持参する。‬

‭○‬ ‭生協本部、戸頭店→月〜土の10：00〜17：00でお預かりします。‬
‭〇JFSAへ送付、持ち込みする場合‬

‭〒277-0813　千葉県柏市大室176-1　NPO法人JFSA東葛センター・常総生協　係‬
‭℡：04-7110-0984‬
‭※受付期間中に衣類や毛布などをお届けいただいた方には、次回のご案内と活動紹介などをお送りします‬

‭　問い合わせ先：‬
‭千葉市中央区都町3-14-10　℡・Fax：043-234-1206（9時～19時 木曜定休）‬
‭メール：jfsa@f3.dion.ne.jp 　ホームページ：‬‭https://jfsa.jpn.org‬
‭※郵便、宅配便でお送りください（配達時間の指定は必要ありません）。JFSAまでの送料はご負担ください。‬
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‭＼常総生協で一緒に働く人・大募集！／‬

‭　‬‭現在①配送スタッフの人数が足りていません。ご家族・ご友人で興味・関心のある方がい‬
‭ましたら、ぜひ生協本部までお問合せください。‬

‭【①配送スタッフの要件】‬
‭・8:30～17:30：規定時間外有／月給15.8万～＋残業、諸手当／年収例390万円/月給27万＋手‬
‭当（2年目の例）‬
‭・休日/週2日制(土日)※休日出勤有／年間休日約110日‬

‭＜連絡先＞0297-48-4911　採用担当：総務部(キウチ・イハラ)‬

‭2024.2月懇談会開催のお知らせ‬

‭　これまでの懇談会で「総代の役割は何？」「組合員として何ができるか？」とお考えをお持ちの方が‬

‭いらっしゃることも見受けられました。ぜひ、今後の常総生協らしさとは？などを懇談会で、一緒に考‬

‭えていただけたら幸いです。是非、ご参加下さい。‬

‭日時：2月23日（金・祝）　10：00～12：00　‬

‭場所：常総生協本部　組合員活動室（守谷市本町281）‬

‭--------------------------------------キリトリ---------------------------------------‬

‭2024.2月懇談会申込用紙‬
‭※用紙提出締め切り日：2/16まで‬

‭組合員番号：‬‭　　　　　　　　　　　　　‬‭　　名前：　‬‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬
‭　　　　　‬
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